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──────────────────────────────────────────── 

第８回 日 野 町 議 会 定 例 会 会 議 録 （第４日） 

令和４年９月27日（火曜日） 

──────────────────────────────────────────── 

議事日程 

令和４年９月27日 午前10時開議 

日程第１ 諸般の報告 

（１）議会関係の報告（議長） 

日程第２ 議案第52号 令和３年度日野町一般会計歳入歳出決算認定について（町長） 

日程第３ 議案第53号 令和３年度日野町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について

（町長） 

日程第４ 議案第54号 令和３年度日野町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について（町長） 

日程第５ 議案第55号 令和３年度日野町後期高齢者医療保険特別会計歳入歳出決算認定について

（町長） 

日程第６ 議案第56号 令和３年度日野町簡易水道特別会計歳入歳出決算認定について（町長） 

日程第７ 議案第57号 令和３年度日野町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について（町

長） 

日程第８ 議案第58号 令和３年度日野町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定につい

て（町長） 

日程第９ 議案第62号 令和４年度日野町一般会計補正予算（第６号）（町長） 

日程第10 意見書第４号 肥料価格高騰対策を求める意見書の提出について（議員） 

日程第11 議員派遣の件 

日程第12 閉会中の継続調査の申し出 

       ─────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

日程第１ 諸般の報告 

（１）議会関係の報告（議長） 

日程第２ 議案第52号 令和３年度日野町一般会計歳入歳出決算認定について（町長） 

日程第３ 議案第53号 令和３年度日野町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について

（町長） 
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日程第４ 議案第54号 令和３年度日野町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について（町長） 

日程第５ 議案第55号 令和３年度日野町後期高齢者医療保険特別会計歳入歳出決算認定について

（町長） 

日程第６ 議案第56号 令和３年度日野町簡易水道特別会計歳入歳出決算認定について（町長） 

日程第７ 議案第57号 令和３年度日野町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について（町

長） 

日程第８ 議案第58号 令和３年度日野町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定につい

て（町長） 

日程第９ 議案第62号 令和４年度日野町一般会計補正予算（第６号）（町長） 

日程第10 意見書第４号 肥料価格高騰対策を求める意見書の提出について（議員） 

日程第11 議員派遣の件 

日程第12 閉会中の継続調査の申し出 

       ─────────────────────────────── 

出席議員（10名） 

１番 中 山 法 貴        ２番 梅 林 敏 彦 

３番 金 川 守 仁        ４番 松 尾 信 孝 

５番 中 原 信 男        ６番 松 本 利 秋 

７番 安 達 幸 博        ８番 佐々木   求 

９番 竹 永 明 文        10番 小 谷 博 徳 

       ─────────────────────────────── 

欠席議員（なし） 

       ─────────────────────────────── 

欠  員（なし） 

       ─────────────────────────────── 

事務局出席職員職氏名 

局長 ────────── 飛 田 朋 伸  書記 ────────── 浦 部 俊 一 

書記 ────────── 吉 原 尚 志 

       ─────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

町長 ────────── 﨏 田 淳 一  副町長 ───────── 音 田   守 
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教育長 ───────── 生 田   求  総務課長 ──────── 景 山 政 之 

住民課長兼会計管理者 ── 荒 木 憲 男  企画政策課長 ────── 神 崎   猛 

健康福祉課長 ────── 住 田 秀 樹  産業振興課長 ────── 五百川 和 久 

建設水道課長 ────── 音 田 雄一郎  教育課長 ──────── 遠 藤 律 子 

─────────────────────────────── 

午前１０時００分開議 

○議長（小谷 博徳君） おはようございます。ただいまの出席議員数は１０人であり、定足数に

達していますので、これより令和４年第８回日野町議会定例会４日目を開会いたします。 

 本日の定例会は、マスク着用や換気など、新型コロナウイルス感染症対策を講じて進めます。

また、例規の確認のため、出席議員のタブレット端末機の使用を許可しております。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付いたしました日程のとおりであります。 

─────────────・───・───────────── 

  日程第１ 諸般の報告 

○議長（小谷 博徳君） 日程第１、諸般の報告を行います。 

 本町の監査委員から、地方自治法第２３５条の２の規定による例月出納検査の結果について報

告がありました。別紙写しを配付し、報告といたします。 

 以上で諸般の報告を終わります。 

─────────────・───・───────────── 

  日程第２ 議案第５２号 から 日程第８ 議案第５８号 

○議長（小谷 博徳君） 日程第２、議案第５２号、令和３年度日野町一般会計歳入歳出決算認定

についてから、日程第８、議案第５８号、令和３年度日野町農業集落排水事業特別会計歳入歳出

決算認定についてまでの７議案を一括議題といたします。 

 一括議題とすることに異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小谷 博徳君） 異議がないようですので、一括議題といたします。 

 各議案につきましては、決算審査特別委員会に審査を付託してありますので、委員会における

審査報告を求めます。 

 ５番、中原信男議員。 

○決算審査特別委員会委員長（中原 信男君） それでは、報告をいたします。 
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─────────────────────────────── 

決算審査報告書 

１ 審査事件 

  令和３年度日野町歳入歳出決算認定について 

２ 審査対象 

 （１）令和３年度日野町一般会計歳入歳出決算 

 （２）令和３年度日野町国民健康保険特別会計歳入歳出決算 

 （３）令和３年度日野町介護保険特別会計歳入歳出決算 

 （４）令和３年度日野町後期高齢者医療保険特別会計歳入歳出決算 

 （５）令和３年度日野町簡易水道特別会計歳入歳出決算 

 （６）令和３年度日野町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算 

 （７）令和３年度日野町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算 

３ 委員会の開催状況 

  令和４年９月５日、７日、１３日、１４日、２０日、２２日の６日間 

４ 審査の結果 

（１）結果 

 賛成多数で認定すべきものと決定した。 

（２）理由 

 一般会計及び６特別会計の決算について、提出された関係書類を基に審査を実施した。審査

にあたっては、担当課からの聞き取り、また、必要に応じて資料の提出も求め審査した。その

結果、一般会計決算書、特別会計決算書、実質収支に関する調書及び財産に関する調書の計数

は正確であり、予算執行も適正に行われているものと認められた。 

５ 会計ごとの所見 

（１）一般会計 

 決算では、翌年度へ繰越すべき財源４，９２０，０００円を除いた実質収支が、１１７，８

８２，４７９円の黒字となっている。 

①歳入に関する事項 

 調定額４，４６９，７４５，０１７円に対し、収入済額４，３９１，２９３，９８１円で

収納率は９８．２４％で、前年度と比較して０．５２％上回っている。 

 収入未済額は７８，４３７，０３６円で、前年度と比較して１８，９６０，５８０円減少
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しているが、減少の大きな理由として、法人町民税・固定資産税のコロナ特例の徴収猶予額

が納付されたことが挙げられる。 

 未納額の内訳を見ると、町税が１３，０３３，８６０円、住宅使用料２，９３３，７９３

円、住宅新築資金等貸付金５０，５４６，９３３円、災害援護資金貸付金１１，９２２，４

５０円などとなっている。 

 未納額の大半を占める、住宅新築資金等貸付金、災害援護資金貸付金の未納額は前年度よ

り減少しているものの、依然として多額である。また、生活保護費返還金１４，０００円が

不納欠損処分されている。 

 町税では、個人町民税・固定資産税において、前年度より滞納者が減少し徴収率も上がっ

ている。 

 今後も町長以下職員が一丸となって、未納者個々の実態把握と新たな未納者の抑制など、

細心の対策を講じながら未納額の徴収に努められたい。 

②歳出に関する事項 

 歳出では、事業の執行状況、効果等について審査を実施した。 

 主な事業としては、防災行政無線デジタル化事業、生活交通確保対策事業、コロナワクチ

ン接種事業、根雨地区浸水対策事業、地籍調査事業、日野町くらし応援商品券事業、日野病

院組合他一部事務組合負担金、起債償還、基金積立などが挙げられる。 

 また、義務教育学校建設事業、橋梁修繕事業など１３事業が３年度から４年度に繰越され

ている。 

 決算では、予算現額５，７１８，４９７，０００円に対し、支出済額は４，２６８，４９

１，５０２円、翌年度繰越額１，１８０，６３２，０００円で、翌年度繰越額を予算現額か

ら除いた執行率は９４．０６％であった。 

 不用額は２６９，３７３，４９８円と本年度決算においても多額であり、当初予算を編成

する際にあたっては、引き続き予算の査定の段階から十分精査をされたい。 

 また、事業を予算化する際には、財源の確保を図るとともに、執行にあたっては最小の経

費で最大の効果が得られるようさらに工夫されたい。 

③財産に関する事項 

 財産に関する調書及び定額運用基金の運用状況についても正確と認められる。 

 財政調整基金、公共施設等長寿命化基金をはじめとする基金総額は年々増加しており評価

できる。 
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 なお、地域福祉基金、地域振興基金、建設機械整備基金などは近年活用実績もなく積み立

てもされていない、運用について検討されたい。 

（２）特別会計 

①国民健康保険特別会計 

 決算での実質収支は、７，３１２，４５８円である。 

 歳入の状況は、調定額４３１，３０２，１１０円に対し、収入済額は４１０，１５０，６

３６円、収入未済額は２１，１５１，４７４円、収納率は９５．１０％となっている。国民

健康保険税については、新規滞納者も出ており、収入未済額も多額であるので徴収について

さらなる努力をされたい。 

 歳出の状況は、支出済額４０２，８３８，１７８円、不用額２６，１９５，８２２円で、

執行率は９３．８９％となっている。 

 今後も健康管理に対する意識の高揚と検診受診の普及を図られたい。また、国民健康保険

財政調整基金の現在高は、年々増加しているので、基金残高にも注視されたい。 

②介護保険特別会計 

 決算での実質収支は、３８，７８５，５０３円となっている。 

 歳入の状況は、調定額６４４，９７９，３１３円に対し、収入済額も同額で、収納率１０

０％と評価できる。 

 歳出の状況は、支出済額６０６，１９３，８１０円、不用額４９，８３９，１９０円で、

執行率は９２．４０％となっている。 

 引き続き、いきいき百歳体操など介護予防の取り組みを推進するとともに給付費の抑制を

図られたい。また、介護給付費準備基金の現在高は、年々増加している。次期介護保険料の

改定に向けて考慮されたい。 

③後期高齢者医療保険特別会計 

 決算での実質収支は、１１５，５００円である。 

 歳入の状況は、調定額５２，５９３，４９２円に対し、収入済額も同額で、収納率１００％

と評価できる。 

 歳出の状況は、支出済額５２，４７７，９９２円、不用額３，２８３，００８円で、執行

率９４．１１％となっている。引き続き適正な事務処理に努められたい。 

④簡易水道特別会計 

 決算の状況は、必要額を一般会計から繰り入れしているため、実質収支は０円である。 
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 歳入の状況は、調定額１０８，２７２，８４８円、収入済額１０７，８３９，８６８円、

収納率９９．６０％となっている。収入未済額は４３２，９８０円と昨年より増加している

ので徴収に努められたい。 

 歳出の状況は、支出済額１０７，８３９，８６８円、不用額１２，４３２，１３２円で、

執行率８９．６６％となっている。 

 今後も生活の向上を図るため、適正な維持管理に努められたい。 

⑤公共下水道事業特別会計 

 決算の状況は、必要額を一般会計から繰り入れしているため、実質収支は０円である。 

 歳入の状況は、調定額８７，２２８，４４０円、収入済額８７，０９９，３１０円、収納

率９９．８５％となっている。収入未済額は、１２９，１３０円と昨年よりわずかではある

が増加しているので徴収に努められたい。 

 歳出の状況は、支出済額８７，０９９，３１０円、不用額４，５２５，６９０円で、執行

率９５．０６％となっている。 

 今後も生活の向上を図るため、加入促進と適正な維持管理に努められたい。 

⑥農業集落排水事業特別会計 

 決算の状況は、必要額を一般会計から繰り入れしているため、実質収支は０円である。 

 歳入の状況は、調定額４１，６４８，９６１円、収入済額４１，５９９，１０１円、収納

率９９．８８％となっている。収納未済額は４９，８６０円と昨年度より若干ではあるが減

少しており、引き続き徴収に努められたい。 

 歳出の状況は、支出済額４１，５９９，１０１円、不用額８４７，８９９円で、執行率９

８．００％となっている。 

 今後も町民生活の向上を図るため、適正な維持管理に努められたい。 

６ 地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項の規定による財政健全化判断比率に

ついて 

 ４指標の内、実質赤字比率、連結実質赤字比率は、いずれの会計も実質収支が黒字となってい

るため問題はなく、将来負担比率は、基金の積み立ての増加などにより、マイナス数値となって

おり問題ない。 

 実質公債費比率についても、早期健全化基準の２５．０％を下回る６．０％であり、年々健全

化に推移している。 

 しかし、地方交付税に依存している本町は、国内情勢により大きく左右されるため、より一層
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の創意工夫と危機感をもって予算執行にあたられたい。 

 また、過疎債を中心とした起債の借入が年々増加している。実質公債費比率等にも影響してく

るので、借入については十分検討されたい。 

 本委員会において、上記のとおり決定したので報告します。 

   令和４年９月２７日 

                               決算審査特別委員会 

委員長 中 原 信 男 

日野町議会議長 小 谷 博 徳 様 

─────────────────────────────── 

 以上であります。 

○議長（小谷 博徳君） 報告が終わりましたので、これより委員会報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

〔質疑なし〕 

○議長（小谷 博徳君） 質疑がないようですので、質疑を終わります。 

 これより、討論、採決を行います。この討論、採決は、議案番号順に行います。 

 日程第２、議案第５２号、令和３年度日野町一般会計歳入歳出決算認定についての討論を行い

ます。 

 最初に、委員会報告に反対の討論を行います。 

 ８番、佐々木求議員。 

 マイク近づけてください。 

○議員（８番 佐々木 求君） 私は、この議案第５２号の令和３年度日野町一般会計歳入歳出決

算認定について、不認定の討論を行います。 

 私は、これまで、予算決算の際において、同和行政の年間２，０００万円近くの予算計上には、

根拠法の曖昧さも含めて批判をしてまいりました。公正・民主的な同和行政を一日も早く実現す

るためには、これが最大の課題であることを指摘してまいりました。その結果として、決算には、

部分的には改善の面がこれまでの長い歴史の中でありましたけれども、基本的には、一向に改善

されてきておらないと認識しております。例えば、毎年、住宅新築資金等の返済、あわせて、災

害援護資金の未返済は、今日では多大なものとなり、約６，０００万以上のものとなっておりま

す。そして、これが今では、一般会計に大きな影響を与えておるわけです。しかも、これが根拠

法の曖昧さのままずるずると行うことがさらに問題を深刻にしていることは、決算報告書や監査
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の報告書の中にも十分指摘してあるとおりであります。したがって、私は、真に公正、平等な政

治の流れを願う立場からは、こうしたものを断じて容認できるものではありません。この間、行

政が解決に向けた対応を取られたかと考えれば、取られていないことを改めて指摘をして、不認

定といたします。 

○議長（小谷 博徳君） 次に、委員会報告に賛成の討論を行います。 

 ２番、梅林敏彦議員。 

○議員（２番 梅林 敏彦君） 私は賛成の立場から討論をいたします。 

 令和３年度一般会計においては、町営タクシーの運行や鵜の池キャンプ場のリニューアルオー

プン、特定地域づくり事業など、新規の事業が推進され、また、日野高校魅力向上事業による県

外からの入学者の増加、病児・病後児保育の拡充をはじめとする子育て世帯への支援、充実策に

よるものと思われる移住者の増加など、各分野にわたって政策の効果が見てとれました。さらに、

未来を担う子供たちのための義務教育学校建設事業も推進されました。コロナ対策についても、

日野町くらし応援商品券事業など、各種の事業が的確に実施されました。財政面においては、各

種の基金積立てが全体で５億５，０００万円余りとなり、年度末の基金残高は３１億円強となり

ました。また、実質公債費比率は６．０％と財政健全化が進み、将来の財政支出に備えるものと

なっています。 

 以上の観点から、令和３年度一般会計決算の認定について、賛成の討論とします。 

○議長（小谷 博徳君） 以上で討論を終わります。 

 これより、日程第２、議案第５２号、令和３年度日野町一般会計歳入歳出決算認定についての

採決を行います。 

 この採決は、起立によって行います。 

 お諮りいたします。本案は、委員会報告のとおり認定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（小谷 博徳君） 起立多数。よって、議案第５２号は、認定されました。 

 次に、日程第３、議案第５３号、令和３年度日野町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定に

ついての討論を行います。 

〔討論なし〕 

○議長（小谷 博徳君） 討論がないようですので、討論を終わります。 

 これより、日程第３、議案第５３号、令和３年度日野町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認

定についての採決を行います。 
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 この採決は、起立によって行います。 

 お諮りいたします。本案は、委員長報告のとおり認定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（小谷 博徳君） 起立多数。よって、議案第５３号は、認定されました。 

 次に、日程第４、議案第５４号、令和３年度日野町介護保険特別会計歳入歳出決算認定につい

ての討論を行います。 

〔討論なし〕 

○議長（小谷 博徳君） 討論がないようですので、討論を終わります。 

 これより、日程第４、議案第５４号、令和３年度日野町介護保険特別会計歳入歳出決算認定に

ついての採決を行います。 

 この採決は、起立によって行います。 

 お諮りいたします。本案は、委員会報告のとおり認定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（小谷 博徳君） 起立多数。よって、議案第５４号は、認定されました。 

 次に、日程第５、議案第５５号、令和３年度日野町後期高齢者医療保険特別会計歳入歳出決算

認定についての討論を行います。 

〔討論なし〕 

○議長（小谷 博徳君） 討論がないようですので、討論を終わります。 

 これより、日程第５、議案第５５号、令和３年度日野町後期高齢者医療保険特別会計歳入歳出

決算認定についての採決を行います。 

 この採決は、起立によって行います。 

 お諮りいたします。本案は、委員会報告のとおり認定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（小谷 博徳君） 起立多数。よって、議案第５５号は、認定されました。 

 次に、日程第６、議案第５６号、令和３年度日野町簡易水道特別会計歳入歳出決算認定につい

ての討論を行います。 

〔討論なし〕 

○議長（小谷 博徳君） 討論がないようですので、討論を終わります。 

 これより、日程第６、議案第５６号、令和３年度日野町簡易水道特別会計歳入歳出決算認定に

ついての採決を行います。 
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 この採決は、起立によって行います。 

 お諮りいたします。本案は、委員会報告のとおり認定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（小谷 博徳君） 起立多数。よって、議案第５６号は、認定されました。 

 次に、日程第７、議案第５７号、令和３年度日野町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定

についての討論を行います。 

〔討論なし〕 

○議長（小谷 博徳君） 討論がないようですので、討論を終わります。 

 これより、日程第７、議案第５７号、令和３年度日野町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算

認定についての採決を行います。 

 この採決は、起立によって行います。 

 お諮りいたします。本案は、委員会報告のとおり認定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（小谷 博徳君） 起立多数。よって、議案第５７号は、認定されました。 

 次に、日程第８、議案第５８号、令和３年度日野町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認

定についての討論を行います。 

〔討論なし〕 

○議長（小谷 博徳君） 討論がないようですので、討論を終わります。 

 これより、日程第８、議案第５８号、令和３年度日野町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決

算認定についての採決を行います。 

 この採決は、起立によって行います。 

 お諮りいたします。本案は、委員会報告のとおり認定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（小谷 博徳君） 起立多数。よって、議案第５８号は、認定されました。 

─────────────・───・───────────── 

  日程第９ 議案第６２号 

○議長（小谷 博徳君） 日程第９、議案第６２号、令和４年度日野町一般会計補正予算（第６号）

を議題といたします。 

 提出者の説明を求めます。 

 﨏田町長。 
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○町長（﨏田 淳一君） ただいま上程されました議案第６２号、令和４年度日野町一般会計補正

予算（第６号）について御説明申し上げます。議案書を御覧いただきたいと思います。 

 この補正予算は、歳入歳出それぞれ１，３８７万１，０００円を追加し、予算総額を３６億２，

８６９万８，０００円とするものであります。 

 補正額等は、２ページ、第１表、歳入歳出予算補正を御覧いただきたいと思います。 

 このたびの補正予算は、光熱費及び物価高騰により、生活困窮世帯の家計に影響が出ており、

経済的負担の軽減と生活の安定を図るため、１世帯当たり１万４，０００円を助成するもの。ま

た、９月３０日以降、オミクロン株対応ワクチンの接種を始めるため、その接種に係る費用を新

たに計上することから増額補正をお願いするものでございます。 

 詳細につきましては総務課長から説明をさせますので、御審議いただきますようよろしくお願

いいたします。 

○議長（小谷 博徳君） 景山総務課長。 

○総務課長（景山 政之君） 議案第６２号、令和４年度日野町一般会計補正予算（第６号）につ

いて御説明いたします。 

 ３ページ目の歳入歳出補正予算事項別明細書は、御覧をいただきたいと思います。 

 ４ページ、歳入について御説明いたします。国庫支出金、国庫負担金、衛生費負担金は、オミ

クロン株対応ワクチン接種を新たに始められるよう、新型コロナウイルスワクチン接種費用負担

金として５３８万１，０００円の増額。国庫補助金、衛生費補助金は、同じく、オミクロン株対

応ワクチン接種を新たに始められるよう、新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業費補助

金として８２７万３，０００円の増額です。県支出金、県補助金、民生費補助金は、生活保護世

帯及び児童扶養手当受給世帯に対し、光熱費及び物価高騰による経済的負担の軽減と生活の安定

を図るため、生活困窮世帯に対する光熱費助成事業費補助金として２１万７，０００円の増額で

す。 

 次に、５ページ、歳出について御説明いたします。総務費、総務管理費、財政調整基金費は、

財源調整として減債基金積立金を２１万８，０００円減額です。民生費、社会福祉費、社会福祉

総務費は、生活保護世帯及び児童扶養手当受給世帯に対し、光熱費及び物価高騰による経済的負

担の軽減と生活の安定を図るため、１世帯当たり１万４，０００円を助成するために、負担金、

補助及び交付金を４３万４，０００円増額です。衛生費、保健衛生費、予防費は、１，３６５万

５，０００円の増額で、全て新型コロナウイルスワクチンの接種に係る予算計上です。報酬は、

会計年度任用職員報酬として２９万９，０００円を計上。また、会計年度任用職員の時間外勤務
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に係る報酬として、２０万円の増額。職員手当等は、ワクチン接種業務に従事する職員の時間外

勤務手当など、３５４万円の増額。共済費は、会計年度任用職員に係る社会保険掛金など１６万

１，０００円を計上。報償費は、ワクチン接種業務に従事いただく医師、看護師などへの謝礼と

して、３８９万２，０００円の増額。旅費は、会計年度任用職員の通勤に係る費用弁償として２

万２，０００円を計上。 

 ６ページ、需用費は、ワクチン接種会場で必要な消耗品及び接種券送付用封筒に係る印刷製本

費として、３８万９，０００円の増額。役務費は、コールセンター電話料、郵券代など、５０万

４，０００円の増額。委託料は、ワクチン接種のための予診表等作成に伴う電算処理委託料や接

種会場までのバス、タクシー運行などに係る委託料として、４６４万８，０００円の増額です。 

 以上が令和４年度一般会計補正予算（第６号）の提案説明でございます。 

○議長（小谷 博徳君） 説明が終わりましたので、これより歳入歳出含めまして質疑を行います。 

〔質疑なし〕 

○議長（小谷 博徳君） 質疑がないようですので、質疑を終わります。 

 これより討論を行います。 

〔討論なし〕 

○議長（小谷 博徳君） 討論がないようですので、討論を終わります。 

 これより、日程第９、議案第６２号、令和４年度日野町一般会計補正予算（第６号）の採決を

行います。 

 この採決は、起立によって行います。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（小谷 博徳君） 起立多数。よって、議案第６２号は、原案のとおり可決されました。 

─────────────・───・───────────── 

  日程第１０ 意見書第４号 

○議長（小谷 博徳君） 日程第１０、意見書第４号、肥料価格高騰対策を求める意見書の提出に

ついてを議題といたします。 

 提出者の説明を求めます。 

 ９番、竹永明文議員。 

○議員（９番 竹永 明文君） 

─────────────────────────────── 



－14－ 

 意見書第４号 

        肥料価格高騰対策を求める意見書の提出について 

 別紙のとおり、肥料価格高騰対策を求める意見書を提出する。 

   令和４年９月２７日提出 

提出者 日野町議会議員 竹 永 明 文 

賛成者 日野町議会議員 安 達 幸 博 

賛成者 日野町議会議員 中 原 信 男 

賛成者 日野町議会議員 松 尾 信 孝 

賛成者 日野町議会議員 金 川 守 仁 

提出先 衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、農林水産大臣 

─────────────────────────────── 

肥料価格高騰対策を求める意見書 

 昨年から続く国際的な原油価格の高騰と、ロシアのウクライナ侵攻や急激な円安によって、一

次産業を中心に資材高騰が問題となっている。 

 本町でも基幹産業である農林水産業において、不安の声が聞かれる。特に農業分野を中心に多

く利用する肥料価格が生産者の経営意欲を奪い、専業・兼業を問わず離農者の増加につながり農

地の保全が困難となる。 

 今こそ、国の食料安保の観点から以下の対策を要望する。 

記 

１．原油高騰対策の中で農林水産業の資材費・燃料費高騰対策を早急に講じられたい。直接的な

国の財政支援を求める。 

２．緊急対策の柱として、影響が大きい肥料高騰対策を関係機関やメーカーと連携して推進する

こと。 

 また、肥料価格高騰時に対応するセーフティ・ネットの構築も検討すること。 

３．農林水産業の後継者の高齢化や減少によって、地方が衰退しないよう「みどりの食料システ

ム戦略」の強化を求める。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

   令和４年９月２７日 

鳥取県日野町議会 

衆議院議長  様 
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参議院議長  様 

内閣総理大臣 様 

財務大臣   様 

農林水産大臣 様 

─────────────────────────────── 

 以上です。 

○議長（小谷 博徳君） 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

〔質疑なし〕 

○議長（小谷 博徳君） 質疑がないようですので、質疑を終わります。 

 これより討論を行います。 

〔討論なし〕 

○議長（小谷 博徳君） 討論がないようですので、討論を終わります。 

 これより、日程第１０、意見書第４号、肥料価格高騰対策を求める意見書の提出についての採

決を行います。 

 この採決は、起立によって行います。 

 お諮りいたします。本案は、提案のとおり提出することに賛成の諸君の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（小谷 博徳君） 起立多数。よって、意見第４号は、提案のとおり提出することに決定を

いたしました。 

─────────────・───・───────────── 

  日程第１１ 議員派遣の件 

○議長（小谷 博徳君） 日程第１１、議員派遣の件を議題といたします。 

 今後予定されております議員派遣の件については、お手元に配付しております文書のとおりで

あります。 

 議員派遣の件について、異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小谷 博徳君） 異議なしと認めます。よって、議員派遣の件は、別紙のとおり決定いた

しました。 

─────────────・───・───────────── 

  日程第１２ 閉会中の継続調査の申し出 
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○議長（小谷 博徳君） 日程第１２、閉会中の継続調査の申し出を行います。 

 最初に、総務経済常任委員会。 

 ４番、松尾信孝議員。 

○総務経済常任委員会委員長（松尾 信孝君） 閉会中の継続調査の申出を行います。 

 本委員会は、調査中の事件であります地域の活性化及びまちづくりについて、閉会中も調査を

継続する必要があると認めるので、会議規則第７５条の規定により申し出ます。令和４年９月２

７日。総務経済常任委員会委員長、松尾信孝。 

○議長（小谷 博徳君） 次に、教育民生常任委員会。 

 ３番、金川守仁議員。 

○教育民生常任委員会委員長（金川 守仁君） 閉会中の継続調査の申出を行います。 

 本委員会は、学校教育環境の整備、充実並び医療・福祉のまちづくりについて、閉会中も調査

を継続する必要があると認められるので、会議規則第７５条の規定により申し出ます。令和４年

９月２７日。教育民生常任委員会委員長、金川守仁。 

○議長（小谷 博徳君） 次に、議会広報常任委員会。 

 ２番、梅林敏彦議員。 

○議会広報常任委員会委員長（梅林 敏彦君） 閉会中の継続調査の申出を行います。 

 本委員会は、調査中の事件であります議会だよりの編集・発行、広聴について、閉会中も継続

する必要があると認めるので、会議規則第７５条の規定により申し出ます。令和４年９月２７日。

議会広報常任委員会委員長、梅林敏彦。 

○議長（小谷 博徳君） 次に、議会運営委員会。 

 ９番、竹永明文議員。 

○議会運営委員会委員長（竹永 明文君） 閉会中の継続調査の申出を行います。 

 本委員会は、次の議会の会期など、議会運営に関する事項及び議会の活性化について、閉会中

も継続する必要があると認めるので、会議規則第７５条の規定により申し出ます。令和４年９月

２７日。議会運営委員会委員長、竹永明文。 

○議長（小谷 博徳君） お諮りいたします。ただいま申出のありました事件について、それぞれ

閉会中の継続調査とすることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小谷 博徳君） 異議なしと認めます。よって、申出のとおり、閉会中の継続調査とする

ことに決定をいたしました。 
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○議長（小谷 博徳君） 以上で本定例会に付議されました事件は全て終了いたしました。よって、

会議規則第７条の規定により閉会いたしたいと思います。これに異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小谷 博徳君） 異議なしと認めます。令和４年第８回日野町議会定例会を閉会いたしま

す。御協力ありがとうございました。 

午前１０時５７分閉会 

─────────────────────────────── 

 


